
ギ
ャ
ラ
リ
ー
仲
摩
通
信 

二
〇
二
〇
年
五
、
六
月
合
併
号 

 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
、
久
し
ぶ
り
に
進
行
中

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
打
ち
合

わ
せ
に
参
り
ま
し
た
。 

 

第
二
波
到
来
に
備
え
、
三
密
を
避
け
る
た
め
、

社
外
で
の
打
ち
合
わ
せ
に
な
り
ま
し
た
が
、
ほ

ん
の
少
し
経
済
活
動
再
開
を
感
じ
ま
し
た
。 

二
月
の
明
治
神
宮
で
の
「
神
宮
の
杜
に
集
う

彫
刻
家
た
ち
」
展
を
終
え
て
か
ら
と
い
う
も
の

報
道
は
コ
ロ
ナ
ニ
ュ
ー
ス
一
辺
倒
で
、
芸
術
関

連
の
イ
ベ
ン
ト
は
ほ
と
ん
ど
が
中
止
、
無
期
延

期
に
な
り
、
寂
し
い
数
か
月
で
し
た
。 

在
宅
勤
務
に
な
り
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
講
座
参
加
、

資
料
整
理
、
作
品
紹
介
の
準
備
な
ど
働
き
方
改

革
の
心
配
に
及
ば
ず
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
仲
摩
の
歩

み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
新
た
な
方
法
で
お
客

様
に
喜
ん
で
頂
け
る
企
画
を
練
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

地
域
で
時
間
差
が
あ
り
ま
し
た
が
、
漸
く
美

術
館
の
展
覧
会
が
観
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
展
覧
会
日
程
が
大
分
変
更
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
本
誌
で
は
、
ガ
ラ
ス
美
術
館
の
企
画

展
最
新
情
報
を
お
届
け
致
し
ま
す
。 

マ
ス
ク
を
着
け
て
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
仲
摩
） 

■
美
術
館
の
ガ
ラ
ス
展
情
報 

詳
し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

 
 ●

富
山
市
ガ
ラ
ス
美
術
館 

「
イ
ヴ
ァ
ナ
・
シ
ュ
ラ
ム
コ
ヴ
ァ 

こ
こ
に
あ
る
も
の
」  

チ
ェ
コ
共
和
国
在
住
の
作
家
イ
ヴ
ァ
ナ
・

シ
ュ
ラ
ム
ヴ
ァ
（1

9
6

0
-

）
の
個
展
。 

 
 
 

今
回
、
作
家
が
六
十
歳
を
迎
え
る
記
念
す
べ

き
年
に
、
富
山
市
ガ
ラ
ス
美
術
館
で
の
展
覧

会
が
実
現
し
ま
し
た
。
作
家
は
、
主
に
人
間

や
動
物
を
モ
チ
ー
フ
に
、
ガ
ラ
ス
の
彫
刻
や

器
、
油
絵
な
ど

様
々
な
手
法

で
表
現
を
展

開
し
て
い
ま

す
。 本

展
で
は
、

二
〇
一
〇
年

か
ら
二
〇
二

〇
年
に
か
け

て
制
作
さ
れ
た
四
十
三
点
も
の
小
鳥
の
作

品
を
は
じ
め
、
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
彫
刻
や
本
展
が
初
出

と
な
る
新
作
な
ど
、
個
性
豊
か
な
表
情
を
見

せ
る
八
十
六

点
の
作
品
を

ご
紹
介
し
ま

す
。
そ
れ
ら

作
品
か
ら
は
、

作
家
が
捉
え

た
人
間
の
感

情
や
内
面
、

動
物
た
ち
に

対
す
る
愛
情
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
作
家
自

ら
が
身
近
な
自
然
の
中
で
収
録
を
行
っ
た

鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
が
響
く
展
示
空
間
で
、

チ
ェ
コ
の
空
気
を
感
じ
な
が
ら
作
品
の
世

界
に
ひ
た
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 

（
学
芸
員 

古
澤
か
お
り
） 

会
期
：
開
催
中
～
九
月
二
十
二
日
（
火
・
祝
） 

閉
場
日
：7

/1

（
水
）、7/1

5

（
水
）、8/5

（
水
）、

8
/1

9

（
水
）、9

/9

（
水
）、9

/1
6

（
水
） 

時
間
：
九
時
三
十
分
～
十
八
時
（
入
場
は
十

七
時
三
十
分
迄
）
※
当
面
は
金
・
土
も
同
様 

会
場
：
展
示
室
３ 

観
覧
料
：
一
般
七
百
円
、
大
学
生
五
百
円 

共
通
観
覧
券
：
一
般
千
二
百
円
、 

大
学
生
八
百
円 

 

※
小
中
高
生
未
就
学
児
無
料 

h
ttp

s://w
w

w
.to

y
a

m
a

-g
la

ss
-a

rt-m
u

s
e
u

m
.jp

 

「
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス 

あ
ら
た
な
交
流
の
こ
こ
ろ
み
」  

 

現
在
活
躍
中
の
作
家
七
人
に
よ
る
展
覧

会
。
身
近
な
植
物
や
生
き
物
、
あ
る
い
は
自

身
の
表
現
素
材
な
ど
、
自
ら
と
は
異
な
る
存

在
や
物
質
の
中
に
力
強
さ
や
美
し
さ
、
生
命

感
を
見
い
だ
し
な
が
ら
作
家
達
が
構
築
す

る
、
小
宇
宙
と
も
い
う
べ
き
繊
細
で
複
雑
な

作
品
世
界
を
紹
介
。(

学
芸
員 

中
島
春
香) 

 

出
品
作
家
：
伊
藤
真
知
子
、
猪
野
屋
牧
子
、

勝
川
夏
樹
、
小
曽
川
瑠
那
、
言
上
真
舟
、
谷

口
嘉
、
渡
辺
知
恵
美 

 

会
期
：
開
催
中
～
九
月
二
十
二
日
（
火
・
祝
）

※
会
期
延
長
し
ま
し
た 

閉
場
日
：7

/1

（
水
）、7/1

5

（
水
）、8/5

（
水
）、

8
/1

9

（
水
）、9

/9

（
水
）、9

/1
6

（
水
） 

時
間
：
九
時
三
十
分
～
十
八
時
（
入
場
は 

十
七
時
三
十
分
迄
） 

※
当
面
は
金
・
土
も
同
様 

 

https://www.toyama-glass-art-museum.jp/


FIGURE 

会
場
：
展
示
室 

⒈
・
⒉ 

観
覧
料
：
一
般
七
百
円
、
大
学
生
五
百
円 

共
通
観
覧
券
：
一
般
千
二
百
円
、 

 
 
 
 
 
 

大
学
生
八
百
円 

※
小
中
高
生
未
就
学
児
無
料 

h
ttp

s://w
w

w
.to

y
a

m
a

-g
la

ss
-a

rt-m
u

s
e
u

m
.jp

 

 

●
黄
金
崎
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク 

 
 
 
 
 

ガ
ラ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

「
新
収
蔵
品
に
よ
る
現
代
ガ
ラ
ス
展
」 

     

 

あ
る
多
田
美
波
先
生
の
大
作
が
掲
載
さ 

二
〇
一
九
年
に
新
た
な
収
蔵
作
品
が
加

わ
り
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
中
堅
ま
で
幅

広
い
世
代
の
作
家
に
よ
る
様
々
な
技
法
で

制
作
さ
れ
た
多
種
多
様
な
ガ
ラ
ス
造
形
作

品
を
一
堂
に
展
示
。 

お
見
逃
し
な
く
！ 

 
 
 

 

会
期
：
開
催
中
～
十
二
月
十
五
日
（
火
） 

※
会
期
延
長
し
ま
し
た 

休
館
日
：6

/2
0

（
土
）
以
降
無 

（
時
間
：
九
時
～
十
七
時
（
入
場
は
閉
館 

三
十
分
前
迄
） 

 

会
場
：
黄
金
崎
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク 

 
 

ガ
ラ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企
画
展
示
室 

入
館
料
：
大
人
八
百
円
、
小
中
学
生
四
百
円 

h
ttp

://w
w

w
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u
rip

a
.co
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 ●
石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館 

「
色
と
り
ど
り
の
」 

石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
か
ら
彩
り
に
お
い
て
も
、
そ
の
表
現

に
お
い
て
も
、
ま
さ
に
「
色
と
り
ど
の
」
作

品
を
紹
介
。 

会
期
：
開
催
中
～
八
月
三
十
日
（
日
） 

※
会
期
延
長
し
ま
し
た 

休
館
日
：7

/2
1

（
火
）、8

/1
8

（
火
） 

時
間
：
九
時
～
十
七
時 

（
入
館
は
閉
館
の
三
十
分
前
迄
） 

会
場
：
石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館 

観
覧
料
：
高
校
生
以
上
八
百
円 

中
学
生
以
下
無
料 

h
ttp

://w
w

w
.n

a
n

a
o
-a

f.jp
/g

la
ss/ 

 

イ
ヴ
ァ
ナ
さ
ん
の
こ
と 

  
 

富
山
市
ガ
ラ
ス
美
術
館
で
待
望
の
イ
ヴ

ァ
ナ
さ
ん
の
展
覧
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

初
め
て
イ
ヴ
ァ
ナ
さ
ん
に
会
っ
た
の
が
い

つ
だ
っ
た
か
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
お
そ
ら
く
今
を
遡
る
こ
と
三
十
年
以
上
、

プ
ラ
ハ
訪
問
の
時
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

あ
の
力
強
い
作
品
を
こ
ん
な
に
華
奢
な
若

い
女
性
が
作
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
ち
ょ

っ
ぴ
り
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な

作
品
の
虜
に
な
り
ま
し
た
。 

チ
ェ
コ
出
張
の
際
は
彼
女
の
ア
ト
リ
エ

を
訪
ね
新
作
を
見
る
の
が
楽
し
み
に
な
り

ま
し
た
。 

こ

の
写

真

は
、
一
九
九

一

年
に

雪

谷

の
ギ

ャ

ラ
リ
ー
仲
摩
で
開
催
し
た
イ
ヴ
ァ
ナ
さ
ん

の
個
展
に
出
品
し
て
頂
い
た
作
品
で
す
。 

展
覧
会
に
、
パ
リ
装
飾
美
術
館
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
の
ジ
ャ
ン
・
ル
ッ
ク
・
オ
リ
ビ
エ
さ
ん
が

お
出
で
く
だ
さ
り
、
こ
の
作
品
を
『
世
界
現

代
ガ
ラ
ス
展
』
に
出
品
し
な
か
っ
た
こ
と
を

残
念
が
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
（
吹
き
ガ

ラ
ス
に
ペ
イ
ン
ト
の
車
の
作
品
を
出
品
） 

作
品
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
黄
金
崎
ク
リ
ス
タ
ル

パ
ー
ク
ガ
ラ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
富
山
市
ガ

ラ
ス
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
ま

し
た
。 

 

月
島
の
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
に
設

置
さ
れ
た
イ
ヴ
ァ
ナ
さ

ん
の
作
品
で
す
。 

一
九
九
九
年
、「
水
辺
の

い
き
も
の
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
赤
茶
色
の
キ
ャ
ス
ト
ガ
ラ
ス
の
「F

IS
H

」 

そ
の
後
、
各
所
の
建
物
に
イ
ヴ
ァ
ナ
さ
ん
の

作
品
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

二
点
の
初
期
の
作
品
を
ご
紹
介
致
し
ま

し
た
が
、
富
山
市
ガ
ラ
ス
美
術
館
で
ど
ん
な

作
品
に
出
会
え
る
の
か
楽
し
み
で
す
。 

ぜ
ひ
、
イ
ヴ
ァ
ナ
さ
ん
の
近
作
を
観
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
編
集
後
記
】 

 

今
年
は
コ
ロ
ナ
被
害
で
特
別
定
額
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
給
付
金
、
補
助
金

に
つ
い
て
学
び
、
今
後
の
企
画
実
現
に
活
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

（
仲
摩
） 

 

------------------------------------------- 

《
編
集
・
発
行
》
ギ
ャ
ラ
リ
ー
仲
摩 

 
 

横
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三
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番
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https://www.toyama-glass-art-museum.jp/
http://www.kuripa.co.jp/
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